


水で活きる





■町面積：212.13km3

■高知市の北、四国の中央部に位置する山間の町

■四国の水瓶「早明浦ダム」がある水源地

■人口：約3,750人（2021国勢調査）→2040年推計：約2,329人

■高齢化率：約47%

■合計特殊出生率：1.61（2013-2017）

■有配偶率：54％、有配偶出生率：102.9（2015）

■基幹産業は第１次産業：

棚田（稲作・酒米）

土佐あか牛の国内最大生産地

林業（森林率86%、うち人工林率82％）

■産業別付加価値額では「医療・福祉」が４割占める

■SDGs未来都市（2020年度〜）

「SDGsと住民幸福度に基づく“誰ひとり取り残されない”持続可能なまちづくり」
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土佐町は水の町





2020年度SDGs未来都市選定

高知県唯一の
SDG未来都市
（2023.2時点）



SDGsと住民幸福度に基づく
“誰ひとり取り残されない“
持続可能なまちづくり



気候変動対策

ゼロカーボン

生物多様性保護

経営情報として開示が求められる時代



Where do we start?  何から始めれば？

複雑 広がり 長期

一体的 広範囲 継続的

そんな仕組みがあれば良い



私たちは、
そのソリューションを立ち上げつつあります



流域連携を通じた持続可能な
水源の保全・涵養を実現する中間支援組織
「グリーンアクセラレーター」構築事業

代表都市 高知県土佐町

連携都市 香川県高松市

高知県本山町
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全国第１号採択





一体的

広範囲

継続的

森、水、脱炭素、生物多様性etc
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地圏環境テクノロジー

地形、地質、気象、河川流量、
土地利用等のデータを統合、
コンピューター上で再現



山林が荒廃すると水は非常に不安定に



山林整備は水にプラス



19



一体的

広範囲

継続的

森、水、脱炭素、生物多様性etc

高松市、本山町、土佐町〜



早明浦ダム

水源域の衰退が、

利水域の持続可能性を
毀損する

lose – loseな状態

水源と利水の協働が、

双方の持続可能性を
高めあう

win – winな状態





一体的

広範囲

継続的

森、水、脱炭素、生物多様性etc

高松市、本山町、土佐町〜

ソーシャルインパクトボンド

財団法人等の組織形態



成果連動型の仕組みとすることで、

・費用対効果（B/C）の担保

・成果創出に対する
インセンティブ設定

引用：社会変革推進財団

通常の寄附や出資の場合
（企業版は対象外）



民間
資金

産業
育成

雇⽤・
暮らし

環境
保全

公的
資金

・呼水としての資金投入
・成果連動型による
インセンティブ設計

資金投入と成長支援の
一体的実施地域内経済循環の向上

により、多様な人が暮ら
せる地域に

「山が動く」ことにより「水
の安定」に繋がる

ステークホルダーから
資金を還流



地域

専門家あなた



お問合せ

土佐町企画推進課 SDGs推進室
（担当：SDGs推進室長 尾﨑）

0887-82-2450 / toast21@town.tosa.lg.jp
その他SNSなど、お気軽にご連絡ください


